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第二部 ケアへのアクセシビリティの格差，話題提供１

地理的要素：ケアの地域格差

ケアニーズの高さと
ケアアクセシビリティの関係の修飾要因

日本学術会議 学術フォーラム
ケアの多様性・包摂性・公平性・持続可能性
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都市解析（Urban Analysis）とは

「我々が”都市解析”と呼んでいる研究分野があるのをご存じであろう
か．この分野では主として，人間行動の空間的分布を研究の対象と
しており，結構奥深いものがある．まだあまり人に知られていない
が，研究の歴史も古く，かつ近年，計算機器の目覚ましい発達に
よって，地図のような膨大な情報を含んだデータの大量処理が可能
となり，脚光を浴びつつある分野でもある．リージョナル・サイエ
ンス，地域科学，経済立地論，都市経済学，計量地理学など，さま
ざま名前で呼ばれており，少しづつニュアンスが違うこともあるが，
いずれも人間行動の空間的分布を対象としている事に変わりはな
い．」

下総薫，都市解析論文選集，古今書院，序文より，1987年

国際的には，オペレーションズ・リサーチ（Operations Research）
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話題提供
１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態
３．アクセスの格差とは？
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医療施設A

医療施設B

道路距離＝180m

道路距離＝100m

アクセス距離

１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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3次救急病院を基点にネットワーク距離により算出した500mごとの距離

Eiji SATOH, Accessibility in the Community Healthcare System, Journal of the National Institute of Public Health-, No.59.01, p.43-50, 2010.3

１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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三宅貴之, 佐藤栄治, 三橋伸夫，熊川寿郎，アクセシビリティと受療割合から見た二次医療圏の検討  栃木県の二次医療圏を事例として，
日本建築学会計画系論文集 79(702), pp.1783-1790, 2014.8 

二次医療圏ごとのアクセシビリティと地域の類型化

１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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医療圏 距離帯 人口 累積人口 人口割合 累積人口割合
-./0 1234151 1234151 2678 2678
-9:/0 24:81 .:;41.6 976 2272
-9./0 58. .:;4365 :79 9::7:
<=9./0 : .:;4365 :7: 9::7:
-./0 2;4853 2;4853 3278 3278
-9:/0 9249:1 99.4519 9.73 2172
-9./0 .4299 98948.8 172 2273
<=9./0 595 9894.;. :75 9::7:
-./0 694269 694269 357; 357;
-9:/0 924::. 9::426; 9379 2:7;
-9./0 ;42.2 9:3421. ;78 2;72
<=9./0 54131 9994192 579 9::7:
-./0 8;.455: 8;.455: 2.71 2.71
-9:/0 98436; 836499; 17; 9::7:
-9./0 : 836499; :7: 9::7:
<=9./0 : 836499; :7: 9::7:
-./0 92.4392 92.4392 2;76 2;76
-9:/0 ;492: 8:942:2 579 2272
-9./0 8;8 8:84939 :79 9::7:
<=9./0 : 8:84939 :7: 9::7:
-./0 93143.; 93143.; 3673 3673
-9:/0 5943;9 8:;4.93 9175 257:
-9./0 9:45:9 89;4696 17; 237;
<=9./0 .48;6 8884:6; 871 9::7:
-./0 5942:5 5942:5 ;87: ;87:
-9:/0 924851 .94953 5371 2275
-9./0 8:. .94518 :71 2273
<=9./0 95. .94133 :75 9::7:
-./0 184..: 184..: 1172 1172
-9:/0 514522 3;4212 5;75 6975
-9./0 648:1 6.49.5 673 6272
<=9./0 24.85 214;3; 9:79 9::7:
-./0 9:64;69 9:64;69 3:78 3:78
-9:/0 194929 9124638 8;7; 2;72
-9./0 14129 9.145;5 872 2276
<=9./0 5;8 9.1438. :78 9::7:
-./0 8384:23 8384:23 2.72 2.72
-9:/0 64169 86:4.36 57: 2672
-9./0 849:1 8684;68 :73 227;
<=9./0 94:98 8654;21 :71 9::7:

南那須

日光

芳賀

両毛

宇都宮

塩谷

鹿沼

小山

栃木

那須

在宅医療サービスの分析

１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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障がい系データの分析
◆自立生活の可能性分析
・サービス種別ごとの施設立地
・障がい者／児の分布
・自立生活の組み合わせ
・サービス提供拠点からの距離
・生活が成立する圏域を分析

１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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• 都市・地域の人口，施設立地（医療，介護，保育，サービス提供拠点：
フォーマルなケア），道路ネットワーク，等々を加味した理論分析では
，ケアの提供格差は存在

• 人口分布に代表される，生活基盤の地域差は，当たり前のようにある
• 人口減少期のケアをサービス提供側から見ると？

佐藤栄治，在宅に関わる医療・介護提供体制の空間面からの評価，月刊誌「都市問題」第 115 巻，第 10 号，2024年10月号

１．アクセシビリティから見る都市・地域の様相（理論値）
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救急搬送データによる拠点の評価

図 3.3.2　H26 年度における急病救急出場状況

２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

図 3.3.3　急病救急出場に対する 250m メッシュ別到達状況
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態
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宇賀神直彬，佐藤栄治，他，救急・消防の実働データから見た消防署の適正配置検討に関する研究 -栃木県宇都宮市を事例として-，
日本建築学会技術報告集 (53), 241-, 2017-02

２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

医療・介護レセプト連結データの利用実態分析

・分析した15自治体は、中山間・山間地域を含む地方都市
・総人口、高齢者数、面積については概算値の表示
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

2019年10月の介護サービス利用高齢者の内、7割以上が同月に医療サービスを併用
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

日常的な医療・介護利用を分析するため、外来医療と訪問/通所介護の併用について分析
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

外来医療・訪問／通所介護利用が完結する圏域について分析
・日常生活圏域内で外来医療・訪問／通所介護利用が完結している割合はわずか
・県外への流出が大きい自治体も確認（自治体N）
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

30分以内に利用可能とされる16㎞以内での利用率を分析
越境利用があっても16㎞以内での利用率が高い
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態
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２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

竹澤くるみ，佐藤栄治，他，医療・介護レセプト連結データの利用実態分析による計画圏域設定の今後の展開，第84回日本公衆衛生学会総会，
第23 分科会：保健医療介護サービス研究，演題番号：O-23-01-1，2025年10月
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沖縄本島

宮古島

石垣島
西表島

多良間島 面積：19.75㎢ 人口：1,085人 世帯数：529世帯 令和4年 12月末時点

人口が減少し続け
高齢化がより進む

２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態
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介護レセプトから見たサービス利用状況

島内の介護サービスが限られてい
るため必要な介護サービスによっ
ては島外へ転居

一律の介護保険料の支払いに対し
離島と本島で受けられるサービス
に大きな差がある

サービスの現状
島外へ転居する人は全面的な介護が必要になる要介護度3以上

２．サービス提供の実績値から分析するケアの実態

平田菜々花，佐藤栄治，他，島嶼の居住継続を担保する包摂的福祉サービス整備に向けた基礎的研究 先島諸島多良間島を事例として，
日本建築学会大会梗概集，農村計画，199-200，2023年9月
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事例から考えられること

・ケアの格差の実態を，数値・数式・可視化による把握
→課題の的確な把握
→その課題に対する是正方策，是正効果の数量的把握

・もともとその都市・地域構造が有する特徴がある
→特徴に寄り添った課題解決策が必要

・都市・地域のような大きな構造は，簡単に変えられない
→変えられない要素／変えられる要素，が判断できれば，ハードでの対応
／ソフトでの対応，等の是正方策が提示できる

ケアへのアクセス格差をどう是正するか？
フォーマルケアのみでは格差是正は困難？

３．アクセスの格差とは？


